


















































て「こころとからだのしくみⅢ」（1年生 45 人）を対象に授業改善に取り組んだ。具体的には，① 3つの要素
で授業内容の検討→②初回オリエンテーションでの 3 つの説明→③授業での 5 つの工夫，という順に進めた。








































































































































































































































































































































































ポイントと連動したＡ 4 用紙 1 枚の問題
（○×・穴埋め・記述問題 8 ～ 15 問）を








































　こうした工夫もあってか，小テスト 1 ～ 14 回の
平均点（1年生 45 人の結果を 10 点満点換算）は，6.4
点と 6割を超えた（図 9）。
　なお，中間試験（2014 年 5 月 21 日実施）を受け
た 44 人の平均点は 88.7 点，期末試験（2014 年 7



















　2014 年 7 月 23 日の 14 回目の授業終了後，介護
福祉学科 1 年生 45 人を対象に「こころとからだの
しくみⅢ」のアンケートを行った。自由記述に加え，
授業に関する 17 の質問項目について 4 段階の選択
肢（「悪い」1点～「良い」4点）で回答を得た（回
答数 43 人，回答率 95.6％）。そして 17 項目別に平
均点を求め，その結果を翌週 7 月 30 日の最終授業
の冒頭で学生に公表した（図 10）。
　平均点が高かった上位項目をみると，第 1位が「小
























図 9　小テスト 1～ 14 回の平均点



















































と回答した人はともに 0 人（0％），「オール 3」（自
由記述もなし）と回答した人は 3 人（7.0％）で少
なかった。「オール 4」と回答した人が 13 人とやや
多かったが，そのうち 9 人は，そう回答した理由
も含めて自由記述欄にも多くの意見が記載されて




　2013 年度 1 年生と 2014 年度 1 年生が行った同じ





された 2013 年度生 9 人と 2014 年度生 2 人を除き，
標本の等質性を高めた。
　平均点は，2013 年度生（69 人）が 84.3 点，2014
年度生（42 人）が 88.3 点で，授業改善を行った
2014 年度のほうが 4 点アップした。t 検定の結果，

















































































































の授業改善白書―平成 25 年度の調査結果，ｐ 1．
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